
IX 日本の都市社会の未来像 

第四 都市と地域社会の理論 

 

一 都市コミュニティの原則 

 日本の都市研究のなかで、あまりにも不用意に使用される言葉に“コミュニティ”がある。本来は社会

学が、その地域空間の機能的なちがいを指標にして、“ソサイアティ”に対立する言葉として使った。前

者を“共同社会”といえば、後者は“利益社会”である。しかし、このような原点的な理解は次第にあいま

いとなって、今日では、一般の“地域社会”に対しての理解とする向きが多い。しかし欧米、とくに、ヨ

ーロッパでは、多数の国の“連帯”を、“欧州コミュニティ”と呼ぶ。そうなると、わが国などでいう“コミ

ュニティ・センター”と“欧州コミュニティ”との間に、どのような共通認識があるのかが問われる。 

 必ずしもここで、コミュニティの基礎理論を展開するつもりはない。 

しかし、未来の都市をコミュニティという理念から照射するには、言葉のもつ意義を明らかにする必要

がある。 

 コミュニティ概念の基本になるのは、その人間関係が、直接の触れ合いだということである。私はそ

れを三つの指標で理解する。 

 第一は、目で見る関係である。人間も含めて、すべての動物は、目によって、おたがいを認識する。

その目は極めて短い時間に、相手が仲間であるか、敵であるかを識別する。それは人間の場合において

極めて高い精度で作動する。 

 第二は、意味のある言葉を内容とした声を出すことである。声はそれが共通の指標でなければならな

い。鳥獣でもそれぞれの鳴き声によって、相手を理解する。人間は、言葉を多数・多様に駆使して、発

声の内容を豊富にする。 

 第三は、人間は、その生まれた地球の土の上に“立つ”ことである。それまでハイハイをつづけてきた

赤ん坊が、ある日突然立ち上がって歩く。そのときの得意な顔付きは、何万年も前に動物が立上りを体

得したときの“栄光”に似ている。その立上りを、生涯つづける。よくしっかりした人生を歩いているの

を“足が地に着いている”という。その意味は人間が地上にしっかり立っているだけをいうのではない。

生活が安定していることにつながる。 

 以上の“目のとどく限り、声の及ぶところ、そして足の踏む範囲”これがコミュニティの原点と考え、

そしてそれらの機能が集約されて、“定住”“居住”という人間集団の原点が生まれる。 

 

二 都市コミュニティの変容 

 人間が定住とか定着とかというと、動物が巣をつくるように、一定のところに生活を集中するかとい

うと必ずしもそうではない。動物でもその巣を中心に、生活する行動の範囲が定まってくる。 

 私は旅行してホテルなどに泊まる。チェック・インしてすぐ部屋に入らない。ロビーを見て廻るだけ

ではない。ホテルを出て、その周辺を一廻りする。ホテル以外に、角にドラッグ・ストアがあり、煙草

屋があるなどを認識する。それはたとえ一日の宿泊であっても、その居る場所の範囲を点から面に拡大

する。それは生活を安定させる要件である。 

人間は、前段で述べたコミュニティの原則を、以上の環境構築に利用する。 

 第一に、人間の共同生活のシンボルとなるものに、神社や仏閣がある。なぜ寺院が高い五重の塔まで

建てるのか？教会が高く十字架を掲げるのか。いずれも、それを直接“見る”ことによって、その構造物



を自分の生活圏のなかに取り入れるのである。私がホテルの廻りを“見て廻る”のも同じ理論となる。 

 第二は、仏閣や神社等では必ず鐘を鳴らす。鐘の音は、かなり広い範囲に伝わる。その音を聞けば、

今お寺では勤行が行われ、教会ではミサが始まったという意識が湧いてくる。共同体意識形成の原点と

なる。 

 第三に、人間は歩くことで、生活の範囲を決める。コミュニティの形成は“歩行者天国”が原則とな

る。 

最近都市の社会は、ほとんど交通機関のネットワークで構成される。その限界は、歩行者を“地獄”に陥

れる状態になりつつある。それだからこそ、地獄化の元兇である交通機関の通行を“停止”する。そうな

ると“天国が蘇ってくる”とうのである。 

 以上のように、人間はその居住を中心にしながら生活の範囲を拡大して行く。 

 

三 コミュニティとしての職場 

 人間生活は、「神は農村を、人間は都市を造る」という言葉にも見られるように、都市生活は、農村

が土地という自然を相手にするのと違って、人間が人間を相手にする生活である。その空間は、はじめ

は居住する場所に限られるが、次第に拡大し、やがては職場と居住とは別になる。この職場の変容は、

都市の形成に影響する。 

 第一は、家内産業といわれる。住居と職場が同じ状態の都市である。わが国の中小企業の多くはこの

姿である。とくに“商業”はその職場の名称を“屋号”とし、出身・出生の地域の名をつける。尾張屋、武

藏屋、上総屋等々がそれを表している。この段階でのコミュニティを動かすのは“町人”“商人”が多い。 

第二は、おなじように家内産業であるが、その規模がやや拡大し、職場内に外部からの人間も居住する

ようになる。“町工場”のシステムによるものが多かった。 

 町工場は、家内産業とはちがって、若干の機械を使用する。しかしそれはあくまでも、人間優位の状

態の機械作業である。この段階でのコミュニティ・リーダーには、町工場主が加わってくる。 

 第三は、職場が住居から分離して発展するだけでなく、職場が主体となって外部から定着する傾向で

ある。職場主導型のコミュニティとなる。 

最近わが国の都市形成は、急速にこの型となり、地方都市は争って“工場誘致”という政策をとり入れる

ようになった。それは、かつては農業国といわれた日本が工業国に変わり、日本列島そのものが“工場

化”しつつあるといわれるなかでは、当然の傾向ともいえる。 

しかしその反面においては、伝統的なコミュニティ形成が大きく変容しつつあることには、必ずしも十

分な関心をもったとはいえないのである。 

 


